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より形態の変化が特異的な異体類マコガレイ Pseudopleuronectes yokohamae と，岩礁性のハタ類クエ











はそれぞれ 536 nm，517 nm にあり，分光視感度曲線は単峰型であるのに対し，成魚は 467 nm および
538 nm をピークとする二峰型であった。成長が進むほど短波長側へピークがシフトした。仔魚は稚魚
と異なり，紫外領域寄りの波長 380 nm の相対感度が 420 nm に比べてやや高い傾向が示された。さら
に PFD の違いによる成魚の分光視感度曲線の相違を見たところ，PFD が 0.5 から 0.0125 µmol m-2 s-1
に低下すると，波長 540 nm 付近のピークの視感度が低下した。また，成魚において短波長の視感度
が高い要因は，薄明環境への適応と推察された。 
第４章では底魚のクエについて，ERG による成長段階ごとの視覚特性の変化および網膜構造の変化
を見た。クエの仔魚，稚魚，1 歳魚の λmax はそれぞれ 528 nm，480 nm，470 nm であった。カタクチイ










期（20 日齢）から稚魚期の 120 日齢までの T4 濃度の動態を調べた。その結果，T4 濃度のピークは 70


















の着底期から 110 日齢程度までであることを示した。 
 最終章では，3 魚種の視覚特性の成長による変化と光環境との関連を考察した。3 魚種とも本研究に
おける最も初期の成長段階（カタクチイワシとクエは仔魚，マコガレイは稚魚）の視覚特性はすべて
緑にピークがあり，紫外領域の視感度を有すること，成長とともに λmax は短波長へ移行する。成魚は，
生息水深が浅い（100 m 未満）マコガレイとカタクチイワシでは緑の視感度が高いが，生息水深が比
較的深い（200 m まで分布）クエでは，青の視感度が高いことが示され，光環境への適応が考えられ
た。さらに，種苗生産の効率化に向けて，仔魚の飼育には緑の使用を推奨することを示した。本論文
の結果は，今後の種苗生産や養殖における生産性向上に有効な飼育技術として活用されることが期待
される。 
 
 
 
 
 
 
